



































































































































































































他大学 堅際::怒祭:さ1努撚?捺3弘為話浮:お訟添総総:誌滋刈叫芸認:1::正j符 ιk;』上主tk:;:読主芯:燃r只;怠主芯; 
0首 20弛 40首 60% 80% 
図関心がある ロ関心がない ロわからない，無筈
図3 生命倫理問題に関する関心
A大学 187名(男子 12名、女子 175名)



























































































学生II 番号 遺伝子診断:理由 N 羊水検査:理由
将来なるかもしれない病気を知ることができれば，少し 1n 1あらかじめ障害をもった子が産まれてくるとわかってい
1 1 ー I2 I:.~"'-~:::::，~ でもならないように努力することかできるから 1<. 1たらそれなりL心の準備もできると思うから.
2 1 1 1自分の家族，子孫への疾病の予防になる為. 2 1今後の(日常生活)の対策を考えられる.
3 
健康を維持することは人生のずべての基盤になり，遺 1， 1何も知らずに遺伝性の病気を持つ子供品、きなり向き2 1~/~~'l:~;_~.~?;::1~:--t"-=-7~ ~，'-~"~~~'~;_~:~~ I 1 I 伝子診断を活用することも1つのよい方法だと思うから.1.L 1合うのは精神的負担が大きすぎるから.
I n I将来の予測をしたとして，治療法がまだなかったりした I n I 4 I 2 I~'J_. ~"'" ~:~~:~'-;~I;;M:~~~l~~-=';''-~~'':''~-'''-/~''- I 3 Iどんな病気を持っていようと自分の子だから.I . Iらショックを受ける.けど知りたい気持ちもある IU I 
I n I予測は便利かもしれないが，未来を左右されるのでこ In Iもしダウン症だとして，流すことになれば命の選別にな5 3 I.:....~:"~ ~.， .". U~. ..~. .. ， ，'vO' ~，~-~~.. ~-， ，- 3  
I U Iわい IU Iりかねない.
I n 生きてして上で病気は避けられなし、ものだから.わざわ In I病気を持っていてもいなくても自分の子供品、うことに












障害を持つ子供を育てるには， ~齢、覚悟が必要だか1 I ら.先に心の準備をしておきたし、から.
10 I 1 I将来の病気を予測できれば予防も可能だと思うから. 受けた後遺伝的な病気だと分かつて，子供をおろすの3 1 は嫌だから.生まれてきたら育てる他なし、とおもうから.
I n I病気になる可能性が高かったら，治療について早く知|咽|子供が生まれてすぐに苦しい思いをさせるのは嫌だか1 2 i::'~';'':-.:'':_';::':'~~'' ，~". -.~~， 'H'''''--. " '''~ I 1 I I <. Iることができるから I.L Iら.
I n I将来の病気を予測することができれば，今から備えるこ In Iもし我が子がダウン症の可能性があると分かったら，必12 2 I :~~;;:;:~~，.~; ~ ;~~~+~-'-'" . '-~ "'~J ，." -_vrn ， ~cv-I 3  
I <. Iとができるから.(予防 IU Iず動ょうするから.
母親や胎児の影響を考えると実施すべきでないと思い予防につなげていけるとし、う点では受けてもよし、と考え1， 1 13 I 2 I~~I'- ..dolJ ¥".V -IJ'aJ<'-Y -"，i¥. ..'do.x.，IJ "-Uo-，.v -L- ~""'-I 4 Iます.また，授かった命は大切に育てていきたいと考え







14 I 3 Iら.
予防や対策がはやめにできそうt;:、が，精神的なショック 1" 1検査自体がどこか障害，病気を持ってしも人に対し差
15 I 3 I ー I3 I が大きそう 1U 1別のように感じてしまうから.
病気があるとわかったために自分の中に出産への迷い
16 I 4 I遺伝子診断の結果で差別されたりすると思うから I3 Iが生まれるかもしれないから.でも逆に事前に分かれば
早い段階で出産した後の準備ができる.
長く健康に生きたし、から.病気の予測によって心の準 I， I病気の有無が分かれば，あらかじめ出産した後の準備17 I 1 I~';~~，':~"，，~'\"''' " ".Jo Ir;JA ¥j......J l.R:.I'-CJ'o，.... ..w-...""""t-  1  
備をしたし、から I~ Iができるから.
18 I 2 I生活習慣を改めるきっかけになるため.




何かの病気が発症する可能性が分かつて，悲観的に I ， I出産してきてくれるだけでありがたいことだから受けても20 I 4 11~~'~::_:~ /'O:::l/~:-;~ .lcvl ~~~-:-':.J.~~." -.， 1~._~M ，.r.~ I 4 I 









~ I ~ I .-. 1.生命倫理は宗教や信条によって個々人が判断すべきもので，社会的な議論になじまなし、し，判断すべき事ではない.個々21 1 1 1 2 1 
1 1 1 1 "-L人の自由な意志での移植の可能性が法律によって規定されていればそれで良い.
1 n 1 ， 1遺伝子レベルでの診断や治療が行えるようになったのは，すばらしし、ことだと思いますが，そこまで人聞が扱ってしまってい22 1 2川 411 "-1 .1し、のか少し考えさせられます.
1 n 1 n 18蔵器移植について私は，助かる命があるのはとてもすばらしし叱思し、ます.し1;、し助かる命がある反面，失われた命があり，23 1 3 1 3 1 
I v I u Iその家族のことを考えると本当に脳死からの臓器移植は良いのか疑問に思います.
科学や医療が日々進歩しており，昔では夢のようなことで、あったものが，実現しています.私はそこに救える命があるなら，
24 1 3 1 4 1最新の技術もフルに活用して，治療や人命救助をした方が良しまうに思います.しかしそれが第3者の犠牲のもとになりた
つもので、あるとすると・・・.とても難しい問題だと思います.
I ~ I A I生命倫理の問題はlつの答えが出るものではない.人間であるからこそ人それぞれ違う考えをもっている.そのことを常に認25 1 4 I 4 I 1 . 1 .1，識した上で，お互いの考えも認め合いながら向き合ってし、かなければいけないなと思う.
第二子が第一子を救うための手段として生まれてきたとし、う事実に直面した時，とても悲しい気持ちになってしまうのではな
261 4 1 3 1し、かと思いました.でも第一子を救いたし立しづ親の気持ちも当然のことだと思うし，人によって考えは様々であるし，とても
難しい問題だと思いました.
1 • 1 n 1どれも難しい問題で，一概にこうだからこうと言えない.できるだけ自然のままでありたし叱思うが，自分が当事者の立場にた27 I 4 I 3 I 
I '1: I u Iてば苦しむと思う.救えるのなら，救いたいのが家族としての正直な気持ちだと思う.
もっと一般の人にもたくさんのことが知れわたれば，多くの人の理解が生まれるカもしれない.大人になってから知るのでは28 1 4 1 3 1 なく，中学生・高校生の時から，もっとたくさん生命倫理の問題にふれさせるべきだと思います.
臓器移植は自主的に決めるのが一番良し、と思う.確かに自らの死は自分だけの死ではないが，病気の人に役立てることが
29 1 3 1 3 1できると考えるなら最終的には自分で判断をするべきだと思う.遺伝子診断は現在医療が発達しているとはいえ，不治の病
はまだ存在するため，慎重に行うべきだと思う.
I n I n 1.遺伝子診断，羊水検査，遺伝子治療などすべてにおいて，やりすぎた感を感じてしまう.実際，自分が経験していなし、から301 3 1 2 1 1 v 1 <. 1言えることであるけど，生命?命に人が手をかけすぎている.変えてしW、こと，知っていいことには程度があると思う.
治療によって助けることのできる生命が増えてし、くことは望ましいことですが，人間の欲望を満たしてし、くために，科学技術
が使われてして流れには， 5齢、抵抗観が残ります.人間は単純な存在ではないので，置かれた状況，環境，生きてきた道31 1 3 1 3 1 のりなどで，様々な価値判断があります.将来看護師になった時に，患者さんの気持ちを理解し，寄り添えるだけの豊かな
人間観を身につけてし、きたし、と考えます.
着床前診断について.第一子を救いたい親の気持ちは分かるけど，やはり第二子が第一子の治療のために生まれてきた
ことを知ったら嫌だと，思う.もし自分だったら自分が人間に思えなくてすごく怖し、と思う.私は子供を産んだことも育てたことも32 1 4 1 1 1 ないから親から子への計り知れない愛情は分からないが病気を含めてその子だと思う死に至ることも含めてその子なのだ
トー ..L_..1__.1.空:色坦竺望号主?三笠ど主一一一一
1 ， 1 n 1第二子は第一子を助けるためだけに生まれることを望まれているようで問題があると思うが，治療できる可能性があるのにそ33 I 4 I 2 I 
I '1: I L. Iれを捨てては病気の第一子を見捨てているようで・・・と，生命倫理の問題はとても難しし叱思う.
臓器移植も遺伝子診断も自分の意志が大切なことだと思う.そのため，自分の意志で行うのであれば認められると思うが，
34 1 4 1 3 1臓器移植の場合は残された遺族の精神的ダメージを考えると人工臓器の移植について研究をもっと進めるべきではないか
と感じる.
脳死であっても生きていることには変わりないが，その人が自分の意思を持つことができないのでは，生きているとしうより，




対です.第二子にだって，その子の人生があります.誰かの命を犠牲にしてまで，助かつてもいいんでしょうか.とても複雑で36 1 4 1 4 1 す.でも，私の家族や自分が病気になって，移植が必要になったら，きっと私はそれを欲しがります.(小さし、子供のじゃなく
て，脳死した方の臓器)
37 I3 I 3 I医学，科学はどんどん進歩していきますが，人聞が踏み込むべきでない領域もあると考えます.
1 ， 1 ， 1十分な議論がされないまま，技術が先行して進化してしまってしも印象が強いです.十分な議論や全国民への周知活動38 1 4 1 1 1 1 .1 1 1は急務だと思し、ます.
......ー ・ー-一・・・・・・・・・・ー・.“一
1 ， 1 n 1臓器移植，遺伝子診断など，現在の日本では良い面ばかり見られているが，倫理の視点から見ると，とても難しい問題であ39 I 4 I 3 I | 1 v 1ると思し、ます.良い面だけ見ずに，悪い面や倫理の視点もしっかりと着服してし、くことが求められていると考えます.
むずかしし、と思う.1人1人のおかれた立場によって違うと思うし，同じ人でもその人のその時の状況で出す答えも違ってくる
40 1 4 1 0 1と思う.何をやったとしてもやらなし、としても結果を背負うのは本人(当事者逮)なので他人はどうこう言えない.ただやはり倫
理基準はある程度必要であると思う.
注)回答の記述は代表例を挙げ，質問に対する肯定・否定の回答例の割合を均等に示した.問vr臓器移植と脳死j，問VIr着床前診断j，回答のlf禁
止j， 2r制限J，3r条件付き制限J，4f条件付き促進j，5f条件付き推進J， or無答J. 学生番号21~28 ・平成24年度第1学年， 29~36 平成25年度第














他大学 202名(男子 145名、女子 57名)
図5遺伝子診断、羊水検査に対する意見




















他大学 202名(男子 145名、女子 57名)
「臓器移植と脳死、着床前診断についての意
図7臓器移植と脳死、着雨宿舎断に対する意見




















析した結果、 x2= 27.325、df=25、p= 0.340であ
り、有意差は認められなかった注5)。すなわち、「臓
器移植と脳死」と「着床前診断」は、各個人の立場
? ? ??? ?
いう、「条件付き促進」を回答した学生が187名中


















受講した平成 24年度第 1学年の学生63名中 48名
(76%)、平成25年度第 l学年の学生 56名中 55名
(98%)から回答が得られたが、平成 25年度第3学




































































































































ぴ生命観育成に関しては、岩間・松本ほか以下の報告がある(岩間・松本， 20115) : 20136)) (IWAMA et al， 






対象とした。 B大学、 C大学は教員養成系大学、実施時期は平成24年7月と 12月である 2)3)。







no.4， 2012， p.226. 
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